
7 1st 9
18 2nd 12

11 3rd 7

7 4th 20

－

No. 出場 得点 3P 2P FT Ｆ No. 出場 得点 3P 2P FT F

4 × 18 0 8 2 4 4 × 16 0 6 4 4

5 × 4 0 1 2 3 5 × 4 0 2 0 0

6 × 5 1 1 0 1 6 DNP 0 0 0 0 0

7 / 3 1 0 0 0 7 DNP 0 0 0 0 0

8 DNP 0 0 0 0 0 8 DNP 0 0 0 0 0

9 × 13 1 5 0 3 9 DNP 0 0 0 0 0

10 DNP 0 0 0 0 0 10 × 9 0 4 1 3

11 DNP 0 0 0 0 0 11 DNP 0 0 0 0 0

12 DNP 0 0 0 0 0 12 DNP 0 0 0 0 0

13 DNP 0 0 0 0 0 13 DNP 0 0 0 0 0

14 × 0 0 0 0 3 14 × 10 1 3 1 2

15 DNP 0 0 0 0 0 15 × 5 0 2 1 1

16 DNP 0 0 0 0 0 16 / 4 0 2 0 1

17 DNP 0 0 0 0 0 17 DNP 0 0 0 0 0

18 DNP 0 0 0 0 0 18 DNP 0 0 0 0 0

43 3 15 4 14 48 1 19 7 11

×…スターター　/…出場　DNP...未出場　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル

●

日　時

得点経過

蒲　健一

石嶺　壮一郎

男　予選Aリーグ第３試合

14:50
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竹内　雅也

加藤　碧透（CAP)

TEAM  B

谷岡　佑之丞

福井県バスケットボール協会

戦　　評

合計

竹内　明麿
合計

コーチコーチ

山内　絢佑

西田　和真

記載者 小林　正宏 （所属）

藤澤　和矢

　開催地代表の丸岡南と四国代表海陽の一戦。丸岡南は敗れれば予選敗退となってしまう大事な一戦となった。１Ｑ、丸岡南は＃１
０と＃５のミドルシュート、＃５と＃４のコンビプレーなどで２－７とリードする。しかし、その後波に乗れない丸岡南に対し、海陽は＃４
の力強いローポストでの１対１で応戦し、７－９で１Ｑは終了する。２Ｑ、海陽は＃９のミドルシュート、＃６の３Ｐで逆転する。さらに、
＃４と＃９のピックアンドロールを中心に試合を組み立て、リードを広げる。丸岡南は、＃１４のミドルシュート、＃１０のカットインで応
戦するが、シュートを決め切れず２５－２１と海陽リードで前半を終了する。
　３Ｑ、海陽は＃９のドライブ、リバウンドシュートで点差を広げるが、丸岡南も＃１０のドライブ、＃１５の速攻からのミドルシュートで
応戦し、一進一退の攻防が続く。しかし、残り３分から海陽＃４のドライブ、ローポスト１対１が決まる。３Ｑは海陽が依然３６－２８で
リードし終了する。４Ｑ、嫌な流れを断ち切れない丸岡南は、ペースを変えるために＃１６を起用。＃１６は期待に応えリバウンド
シュート、ドライブを立て続けに決め、流れを変える。その後、疲れの見え始めた海陽に対し、丸岡南は積極的にダブルチームをし
かけ、相手のミスを誘う。海陽が約５分間無得点でいる間、丸岡南＃１０の連続得点や＃４が確実にフリースローを決めるなど、良
い流れをものにした丸岡南が４３－４８で勝利した。両チームともボールへの執着心を見せた激しい戦いであったが、地元の意地を
見せた丸岡南の粘りが会場を沸かせた。

吉岡　遼貴

橿尾　颯汰亀井　陽満

岡澤　輝

有田　京平

多田　　陸大

島﨑　悠

由良　快斗 加藤　亮祐

土田　諒也

森　広樹

奥平　寿優

浅川　航輝

西田　陽成

海部　優太

佐藤　泰輝

北島　麗嗣

藤田　隼輝

伊東　柊汰
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西田　公陽（CAP)
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